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Abstract Butterfly communities were monitored by transect counts in two types of vegetation 
areas of the Arakawa River, Adachi-ku, Tokyo at 2005. A total 17 species were recorded in each of 
the two census sites. 12 species of the 17 were recorded in Ogi, and 14 were recorded in Odai. 9 
species were recorded at each site. The values of species diversity index (H’ and 1—A) on Odai site 
tended to be higher than Ogi site. Comparison of the existence ratio of environmental stage (ER), 
RRrs and ERus in Ogi were higher than Odai, ERps and ERas in Odai were higher than Ogi. These 
indices suggested that richer butterfly assemblages remained at Odai site than at Ogi site. 
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は じ め に 


1930 年 , 荒川 の 放水 路 と し て 開削 され た 荒川 下流 部 (旧称 : 荒川 放水 路 ) は 東京 の 東部 下町 地域 を 洪 
水 か ら 守 る と と も に , 地域 の 社会 , 経済 , 文化 な ど と 深く 関わ っ て きた . 現在 の 荒川 は 広大 な 水面 。 ア 
シ 原 , 草原 等 が 広がり , 様々 な 野 生生 物 が 生息 する 場所 と な っ て いる . また , 河川 敷 は 公園 や グラ ンド 等 
と し て 利用 で きる 場 と し て も 貴重 な 空間 で ある . 近年 で は 沿川 の 下町 地域 に まとまっ た オー プン スペ 
ー ス を 確保 する こと が 困難 な こと か ら , 公園 や グラ ンド と し て の 利用 が 先行 し て きた . し か し 荒川 の 自 
然 に 感心 を 持つ 団体 の 活動 も 活発 で あり , 自然 豊か な 川 で くり へ の 様々 な 意見 も 提案 きれ る よう に 
な っ て きた . 荒川 を 管理 する 国土 交通 省 荒 川下 流 河川 事務 所 は 1996 年 に 荒川 将来 像 計画 を 策定 し , A 
然 の 保全 ( に 配慮 し た 河川 整備 も 実施 きれ る よう うに な っ た . 荒川 こ お い て も 江北 橋 緑 地 荒川 将来 像 
計画 で 中 規模 自然 地 と 指定 され , 自然 環境 の 保全 に 取り 組ん で いる . 


近年 チョ ウ 類 群集 構造 を 定量 的 に 解析 する 手法 と し て トラ ン セ クト 法 ( ル ー ト セン サス 法 ) に よる 調 
査 が 盛ん に 行なわ れ て いる . トラ ン セ クト 法 (レー ト セ ン サ ス 法 ) を 用 いた チョ ウ 類 群集 の 個体 数 モ 
ニタ リン グ と それ に 基づく 群集 の 解析 は , 群集 の 構造 や 動態 の 解明 に 関係 する 群集 生態 学 , 地域 の 生物 
多様 性 の 評価 や 実体 の 把握 , そし て 保全 生態 学 に 対し て 大 きく 買 献 し て いる (北原 , 2002). 研究 の 対 
象 地 も 森林 (北原 , 2003; 永田 ら , 2006), 都市 公園 (吉田 ら , 2004; 松本 , 2008), 住宅 地 (青柳 ら , 2002), inf 
川 敷 (Tojo et al., 2007) な ど 広範 囲 に お よん で いる . 先 に 筆者 は 千住 新橋 緑地 で チョ ウ 類 群集 の 調査 を 
行ない , その 季節 消長 と 吸 審 植物 の 利用 様式 に つい て 報告 し た (瀬田 , 2005, 2006). 本 報 で は 自然 環境 
保全 に 取り 組ん で いる 荒川 江北 橋 緑 地 の 左岸 と 右岸 , 2 ヶ所 の 河川 敷 で の チョ ウ 類 群集 調査 か ら , チ 
ョ ウ 類 群集 の 特徴 を 明らか に し , 環境 評価 を 試み た の で , その 結果 を 報告 する . 
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調査 地 お よび 調査 方 法 


(1) 調査 地 の 概要 


調査 地 と し た の は 江北 橋 と 扇 大 橋 の 間 に 位 置 する 河川 敷 で , 荒川 江北 橋 緑地 と 呼ば れ て いる . 左岸 と 右 
岸 の 2 ヶ所 に それ ぞ れ 1 ヶ所 づつ を 調査 地区 と し た (Fig. 1). 


左岸 側 は 扇 大 橋上 流 の 草原 地帯 で , 荒川 将来 像 計画 で は 野草 系 広場 と し て 位置 づけ きれ て いる (足立 
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Fig. 1. Location of the study area. The original map is topographical map Souka of 1/25,000 pub- 
lished by National Geographical Survey Institute. 


区 扇 二 」 目地 先 , 以下 本 文 で は 扇 地 区 と する ). 植生 は オギ Miscanthus sacchariflorus, FIX Imperata 
cylindrica, セイ タカ アワ ダチ ソウ Solidago gigante の 優 占 する 乾燥 し た 草原 と な っ て いる (Fig. 2). X 
LOPTGHRumexsp, Y HY X 7 + Trifolium pratense, ヒメ ジョ オン Stenactis annuus, カン トウ ヨメ ナ 
Kalimeris psudoyomena 7 どの 草本 類 も 見 られ た . また , 調査 地 西 端 に は クズ Pueraria lobata の 群落 が 
あっ た . 草 刈り は 2005 年 8 月 に 一 部 の 草刈 り が 行わ れ , 11 月 に は 全面 的 に 草刈 り が 行わ れ た . 


右岸 側 は 江北 橋 と 扇 大 橋 の 中 間 に 位置 する 湿地 帯 で , 荒川 将来 像 計画 で は 湿地 性 低 茎 植 物 の 自然 地 
と 位置 づけ られ て いる (足立 区 小 台 一 丁目 地 先 , 以下 本 文 で は 小 台地 区 と する ). 植生 は ヒメ ガマ 7ypg 
angustata, ヨシ Phragmites communis, FAV, セイ タカ アワ ダチ ソウ な ど が 入り 交 じ る 湿地 帯 と な っ 
て お り , 中 央 部 は 沼 に な っ て いる Fig. 3). カ ヤツ リグ サ 科 植物 は 変化 に 富み, コツ プ ヌ マハ リ イ 
Eleocharis parvinux の 群落 が ある . また , 沼 の 周囲 に は クサ ネム Aeschynomene indica の 群落 が 見 られ た . 


(2) トラ ン セ クト 調査 


坊 川 河川 敷 で の チョ ウ 類 群集 の 調査 は 2002 年 か ら 開始 し た が , 2002 年 か ら 2004 年 に か け て は 予備 調 
査 と し , 調査 地 に 生息 する チョ ウ の 種類 , 食 草 や 吸 蜜 植物 な どの 観察 を 行い チョ ウ 類 群集 の お よそ 
の 傾向 を 把握 し た . 定量 調査 は トラ ン セ クト 法 ( ル レル レート セン サス 法 ) に より 実施 し た . 調査 期間 は 2005 
年 4 月 か ら 11 月 まで の 晴天 また は 明る い 藝 天 で 微風 の 日 を 調査 日 と し , 月 に 2 回 , 計 16 回 実施 し た . 
調査 ルー ト は 左岸 の 扇 地 区 が 0.9 km, 右岸 の 小 台 地区 が 1.1 km, 調査 範囲 は ルー ト の 左右 $ m 以 内 と 
し , 捕虫 網 で チョ ウ を 捕獲 し, 同じ 個体 を 重複 し て 記録 する こと が な よう に 気 を つけ な が ら チ ョ ウ の 種 
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Fig. 2. A typical landscape of Ogi area. Fig. 3. A typical landscape of Odai area. 
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類 と 個体 数 を 記録 し た . P 捕獲 の 困難 な 個体 で 識別 が 容易 な 場合 は 目撃 に より 記録 し 
た が , 識別 が 不明 確 だ っ た 個体 に つい て は 記録 か ら 除 外し た . 


(3) 調査 デー タ の 解析 


デー タ の 解析 に 当たっ て は , 月 ご と の 調査 回 数 の 偏り を 除く た め , 各 月 の 種別 個体 数 に 17⑰ は 各 月 の 
調査 回 数 ) を 乗じ , 月 1 回 の 調査 に 換算 し , 補正 個体 数 を 求め た . この 補正 個体 数 を も と に , 調査 地 ご 
と の 総 個体 数 N) と 種別 個体 数 ⑰) を 算出 し , 以下 の 解析 に 用 いた . 


総 個体 数 と 種別 個体 数 の 補正 値 は 調査 1 回 1 km あたり に 換算 し , 生息 密度 と し た . 種別 個体 数 を 総 個 
体 数 で 除 し (n/N) それ ぞ れ の 種 の 占有 率 p) と し た . 


チョ ウ 類 群集 の 種 多 様 度 を 示す 指数 と し て , Shanon-Wiener O 1825 H': H'2-Xplog,p, と Shimpson の 指 
数 A: Zzz-1)/V-1)) を 算定 し た . 


チョ ウ の 種 に よる 重み 付け を し た 環境 評価 指数 と し て , E (1993, 1998) に よる RI 指数 と 田中 (1988) 
に よる 階 ERx: ERx-X(XinJ y X(nJ) を 算定 し た . 





























































































































結果 





調査 期間 中 に 記録 さ UE と 個体 数 を Table 1 に 示す . 扇 地 区 で は 12 種 , 小 台 地区 で は 14 種 の 
チョ ウ が 記録 され た . 実際 に 日 撃 し た 総 個体 数 は 扇 地 区 で 149 個体 , 小 台 地区 で 139 個体 だ っ た . 


両 地区 に お ける チョ ウ 類 群集 の 構成 を 比較 する と , アゲ ハチ ョ ウ 科 で の アオ スジ アゲ ハ Graphium 
sarpedon は 両 地 区 で 確認 きれ て いる が , ナミ アゲ ハ Papilio xuthus は 扇 地 区 の み , キア ゲハ Papilio 
machaon と クロ アゲ ハ P ア apilio protenor は 小 人 台地 区 で の み 確 認 さ れ た . シロ チョ ウ 科 で は . モ ン キ チョ ウ 
Colias erate と モン シロ チョ ウリ ウ Pieris rapae は 両 地区 で 確認 きれ て いる が , キタ キチ ョ ウ Eurema man- 
darina は 小 合 地 区 で の み 和 確認 き ミ きれ て いる . タテ ハチ ョ ウ 科 は ツマ グロ ヒョウ ウ モ ン Argyeus hyperbius と V^ 
メア カタ テハ Cynthia cardui が 局 地 区 で , キタ テハ Polygonia c-aureum は 小 台 地区 で の み 確 認 さ Ttt us 
る . シジミ チョ ウ 科 の ベニ シジミ Lycaena phlaeas, ウラ ナミ シジミ Lampides boeticus, ヤマ トシ ジミ 
Pseudozizeeria maha, ツバ メシ ジミ Everes argiades は どちら の 地区 で も 確認 され て いる . セ セリ チョ ウ 
笠 で は , ギ ン イ チ モ ン ジ セ セリ Leptalina unicolor & と イチ ナチ モ ンジ セセリ Parnara guttata は 両 地区 で 確認 さ 
れ て いる が , チ ナチ ャ バネ セセリ Pelopidas mathias は 小 台地 区 で の み 確 認 き され て いる 


両 地区 に お ける 上 位 6 種 を まとめ た の が Table 2 で ある . 上 位 6 種 まで で 共通 し て いる の は ヤマ トシ ジ 
ミ , モン シロ チョ ウ , ベニ シジミ , イ チ モ ン ジ セ セリ の 4 種 で ある . 扇 地 区 で は この 他 に ウラ ナミ シジミ 
と モン キナ チョ ウ が , 小 育 地 区 で は ギン イチ モン ジ セ セリ と キタ キチ ョ ウ が 上 位 6 種 に 入っ て いる . 


Table 3 に 両 地 区 の チョ ウ 類 群集 の 多様 性 を 示す 指数 (Shanon-Wiener の 指数 日 と Shimpson の 指数 A) 
と 環境 評価 指数 ( 巣 瀬 に よる 指数 と 田中 に よる ER 指数 ) を 示す . 多様 性 指数 は いずれ も る 小 台 地区 
が 大 き な 値 を 示し た . EL 指数 は 扇 地 区 が 16, 小 台地 区 が 22 と な り , どちら も 宴 自 然 (住宅 地 ・ 公 園 緑 
地 ) と 判定 され る が , 階級 存在 比 (ER) の パタ ー ン を 見 る と (Fig. 4), ERp と ERas は 小 台地 区 が 高く , 
ER と ER は 扇 地 区 が 高く な っ て いる . 





































































































考 #8 


今回 調査 を 行っ た 荒川 河川 敷 で 記録 きれ ん た チョ ウ の 種類 数 は 扇 地 区 で 12 種 , 小 台 地区 で 14 種 と , 木 
津川 の 39 種 (Tojo et al., 2007), 武庫 川 の 33 種 (田中 ・ 宮 本 , 2003), 桂川 の 30 種 (吉田 , 2001) と 比較 す 
る と 少な い . また , 調査 を 行っ た 両 地区 は 荒川 の 対岸 に 位置 し , 距離 は 直線 に し て 約 500 m し か は な れ 
て いな い . し か し , その チョ ウ 類 群集 の 構成 に は 差 が 認め られ た . 


選 地 区 で の み 認 め ら れ た , ある い は 局 地 区 で の 生息 遍 度 が 小 台地 区 の 2 倍 以 上 だ っ た 種 は ナミ アゲ ハ , 
ウミ ジジ シミ ヤマ トン ツジ ミツ マグ じじ ョ モジ ヒメ ヌメ アカ タテ ハ の 6 種 で ある . 一 方 , 小 合 地 区 で 

み 誰 め ら れ た だ た, ある い は 小 台 地区 で の 生息 密 度 が 扇 地 区 の 2 倍 以 上 だ っ た 種 は ,) ギン イチ モン ジ セ 
セリ , チ ャ バネ セセリ , キア ゲハ , クロ アゲハ, キタ キチ ョ ウ , ツバ メシ ジミ , キタ テハ の 7 種 で ある . そ 
LC, 上 記 の どちら に も 入ら な い 種 , す な わ ち 両 地区 で 共通 する 種 が ,. イチ モン ジ セ セリ , アオ スジ アゲ 
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Table 2 Mean density (No. of individuals/km/fre- 
quency) and appearance rate of dominant 
butterfly species in each study site. 


Table 3 The values of diversity indices 
(H' and 1-À) and and environ- 
mental evaluation indeces (EI and 











Ogi Odai ER) in butterfly communities of 
Desity Rate (96) Desity Rate (96) the each study site. 

Pseudozizeeria maha Pieris rapae Species diversity Ogi Odai 

3.472 33.56 2.614 33.09 H' 2.56 2.99 
Pieris rapae Pseudozizeeria maha 1-À 0.776 0.833 

2.986 28.86 1.307 16.54 EI 16 22 
Lycaena phlaeas — Leptalina unicolor ER 

1389 13.42 0.739 9.35 id lets 2 
Lampides boeticus ` Lycaena phlaeas ERIS Rd P 

064 7.38 0.739 9.35 EE ver, IDEE 

` ERus 1.94 1.59 

Parnara guttata Parnara guttata 

0.625 6.04 0.682 8.63 
Colias erate Eurema mandarina 

0.486 4.70 0.625 7.91 


ハ モン キチ ョ ウ , モン シロ チョ ウ , ベニ シジミ の 35 種 で ある . これ ら の 比較 か ら 両 地区 の 特徴 を あげ る 
と , 扇 地 区 を 特徴 付け る 種 は ウラ ナミ シジミ II i. し た 草原 に 生息 す 
る 植物 (タク ズ , カ タバ ミ , ア カツ メ ク サ な ど ) を 食 草 と する 種 で ある . これ に 対し て 小 台 地区 を 特徴 付け 
る 種 は ギン イチ モン ジ セ セリ , チャ バネ セセリ , キア ゲハ, p ウゥ な ど 湿 地 性 の 植物 (ナチ ガヤ, 
セリ , クサ ネム な ど ) を 食 草 と する 種 と な る . 特に ギン イチ モン ジ セ セリ は 武庫 川 の チョ ウ 類 群集 を 
調査 で る 注目 すべ き 種 に と りあ げ て お り (田中 ・ EIAS, 2003, この チョ ウ が 上 位 3 種 に は いっ て いる 
の は 注目 に 値する . また , キタ キチ ョ ウ は 都市 環境 に 適応 で きる も の の , 基本 的 に は 里山 か ら 平 地 農 
村 の 種 と きれ て お り (吉田 , 2004), 小 台 地区 の 自然 度 が 扇 地 区 より 高い こと を 示唆 し て いる . 

区 より 高い 数 値 と を な っ て いる . 環境 存在 比 


多様 性 を 示す 指数 (H と 1-^ 人 ) は に ずれ る も 小 人 台地 区 が 扇 地 
の パタ ー ン を 検討 する と , 原始 的 段階 ( 非 定住 非 利用 ), 二 次 的 段階 ( 非 定住 利用 ) を 示す ERps と ERas 
は 小 人 台地 区 が 高く , 三次 的 段階 (農村 ・ 人 里 ), 四 次 的 段階 (都市 ・ 工 業 社 会 ) を 示す ER な と ERus は 扇 
地区 が 高く な っ て いる . HI 指数 も 小 台 地区 が 高く な っ て いる . この こと は 扇 地区 より 小 台 地区 が より 自 
然 度 が 高い こと を 示し て お り , チョ ウ 類 群集 の 特長 と も 一 致し て いる . 時 に は 2 つの 環境 評価 指数 (BR 
指数 と EL 指数) が 悠 衣 する こと が あり (永田 ら , 2006), 大 坂 近郊 住宅 地 の よ うな 都市 的 自然 で は EI 指 数 
が 有効 で , ER 指数 は 都市 的 自然 より も 自然 度 の 大 きい 地域 で 有効 な 指数 で ある こと JR し て いる 
(吉田 , 1997). 今回 調査 を 行っ た 荒川 江北 橋 緑 地 で は ., 多様 度 指数 L 1-) と 環境 評価 指数 (ER 指数 
ue EI 指 数 ) の 結果 が よ く 一 致し , 小 台地 区 の 自然 度 の 高き を 表す こと が で きた . し た が っ て , チ ョ ウ 類 
群集 を 用 いた 環境 評価 は , 都市 部 を 流れ る 河川 敷 に お いて も 有効 と 考え を られる. 
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Fig. 4. Related chart of ER and environmental stage. 
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以上 の よう に チョ ウ 類 群集 か ら 扇 地区 と 小 台地 区 を 比較 する と , 小 台地 区 は 扇 地 区 より も 自然 が 豊 
か で ある と 判断 で きる . 小 台地 区 の 自然 が 豊か な の は , 湿地 的 環境 が 維持 され て いる か ら と 考え られ る . 
河川 敷 を 整備 する 際 に ., 従来 の 湿地 的 環境 の 一 部 を 残す こと が で きれ ば , ある 程度 チョ ウ 類 群集 を は じ 
め と する 在 来 の 生物 群集 を 保存 継承 で きる の で は な いか と 思わ れる . 木津 川 河川 敷 の チョ ウ 類 群 
を 調査 し た 報告 か ら は , チョ ウ 頻 群集 の 保全 に は 草刈 に 関す る 配慮 が 必要 な こと が 指摘 きれ て いる 
(Tojo et al., 2007). 湿地 的 環境 は 適切 な 植生 管理 を 怠る と ., ア シ や ガマ な ど 草 丈 の 高い 植物 に 覆 わ れ て 
し まい , 治安 維持 と いう 面 か ら は 好ま し く な いか も し れ な い . LHL, 荒川 河川 敷 小 台地 区 で は 湿地 
否 の 草刈 を 適切 な 時 期 に 計画 的 に 行う こと に より , 治安 維持 と 湿地 的 環境 の 維持 と いう 課題 に 対処 
し て いる . TOLI ZZK LY, 小 台地 区 は より 毒 な 自然 を 保っ て いる と 考え られ る . FTIR 
の 自然 を 維持 し て いく 場合 , 小 台地 区 の よう な 湿地 帯 は ひと つの モデ ルケ ー ス に な る も の と 考え られ 
る . 
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今回 の 調査 を 行う に あたり , 足立 区 役所 公園 緑地 課 の 金澤 大 輔 氏 と 足立 区 南部 公園 管理 事務 所 の 安 
西 泉 氏 に は , 荒川 河川 敷 の 整備 方 針 と 管理 に つい て 様々 な 情報 を いた だ いた . また , 荒川 ビジ ター セ 
ンタ ー の 山下 美晴 氏 に は 荒川 河川 敷 の 動植物 に つい て ご 教示 を いた だ いた . これ ら の 方 々 に 厚く お 
礼 申 EUS. 
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Summary 


Butterfly communities were monitored by transect counts in two types of vegetation areas of the Arakawa 
River, Adachi-ku, Tokyo in 2005. The first census site called Ogi was grassland, overgrown Jmperata cylin- 
drica, Miscanthus sacchariflorus and Solidago gigante. Another census site called Odai was swamp, filled 
with Typha angustata, Phragmites communis and Imperata cylindrica. There were bushes of Aeschynomene 
indica. 


A total 17 species were recorded in each of the two census sites. 12 species of the 17 were recorded in Ogi, 
and 14 were recorded in Odai. 9 species were recorded at each site. At Ogi site, the dominant species were 
Pseudozizeeria maha, Pieris rapae, Lycaena phlaeas, Lampides boeticus, Parnara guttata, and Colias erate. 
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In contrast, at Odai site, the dominant species were Pieris rapae, Pseudozizeeria maha, Leptalina unicolor, 
Lycaena phlaeas, Parnara guttata, and Eurema mandarina. 


The values of species diversity index (H and 1-A) on Odai site tended to be higher than at Ogi site. 
Comparison of the existence ratio of environmental stage (ER), RRrs and ERus in Ogi were higher than Odai, 
ERps and ERas in Odai were higher than Ogi. These indices suggested that richer butterfly assemblages re- 
mained at Odai site than at Ogi site. 


These differences in butterfly community structure between the two areas can be explained by differences in 
the degree of human disturbance, and habitat and vegetation structure. It is suggested that relatively favorable 
habitats for butterfly communities and diversity are well maintained and managed in two areas of the Arakawa 
river basin, despite the fact that it is positioned in an urban area. 
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